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1 面 

 軍拡と憲法破壊の流れを断ち切ろう！ 

10・21 官邸前アクションに結集を 

大山 歩 

 

2 面～3 面 

東アジアの平和を求めて ―米日帝国主義こそが緊張激化の元凶 

エッセイ 

日中国交正常化 50 周年に寄せて 

中国認識を改めよ 

久保孝雄（アジアサイエンスパーク協会名誉会長・元神奈川県副知事） 

 

  未来アジア学習会で崔権一さん（在日本朝鮮人総聯合会大阪府本部副委員長）が報告 

激動の朝鮮半島周辺情勢をめぐって 

北南首脳による二つの「宣言」の意義 

まとめ＝木田誠也 

 

  平壌宣言二〇年にあたって 

今も国交正常化の最大の障害は拉致問題 

高嶋伸欣（琉球大学名誉教授） 

 

  千葉ハッキョの会で仮想訪朝 

金有燮（千葉朝鮮初中級学校校長） 

 

ＨＯＷＳ２０２２年度後期開講講座 

11 月 5 日(土) ロシア十月社会主義革命一〇五周年記念集会 

 

4 面 

朝鮮半島の情勢をどうみるか（連載・第１５回） 

「核戦略政策の法制化」の持つ意味は 

            李俊植（朝鮮大学校教授） 

 

コロナ戦争で奇跡の勝利を生む 

朝鮮式社会主義の優越と一心団結 

李東埼（ジャーナリスト） 

 

5 面 

キューバへの復興支援カンパを集めよう 

マタンサス県の石油貯蔵施設での大火災 

編集部 

 

民族の自主、平和、大団結のための南北労働者決意大会共同決議文  

全国民主労働組合総連盟･韓国労働組合総連盟･朝鮮職業総同盟中央委員会 

 

 訳者解説 

朝鮮南北三大労総による共同決議の意義 

土松克典 



 

トピック・ＴＯＰＩＣ 

安倍「国葬」の中止を求める９・13 労働者・市民集会 

木嶋 正 

 

さようなら戦争、さようなら原発９・19 大集会 

村上理恵子 

 

6 面～7 面 

労働者通信  

状況と向きあう ――労働･闘い･地域･生活の場より 

大久保製壜所の重大労災争議 

ストを含む闘いで勝利解決！ 

金澤新悦（全国一般東京東部労働組合大久保製壜支部執行委員長） 

 

感じることと考えること 

清掃職場の同僚との関わりから 

米丸かさね（清掃労働者） 

 

おためごかし作戦の失敗 

若手の同僚二人と「夏休み研修」 

藤原 晃（神奈川・学校労働者） 

 

裏庭に蘇った畑で生徒と収穫 

朝鮮学校の小使いさんニコニコ記 

石井政和（千葉県在住） 

 

商売人から見た石油危機 

環境原理主義の説を信じてよいか 

岩尾顕治（福井県在住） 

 

重くのしかかる諸物価の高騰 

国葬や軍拡に税金を使わないで 

織姫（東京都清瀬市在住） 

 

イラスト通信 

 クラウドソーシングサイト（プラットフォーム型労働）問題について 

広浜綾子 

 

催物案内 

 

8 面 

土地規制法の全面施行に抗議！ 

危険な内容は原案と変わらず 

萩尾健太（弁護士） 

 

連載 ２０２２ 沖縄からのレポート ⑧ 

ハンセン病と沖縄 

西浦昭英（名護市在住） 

 

前照灯 



夏が過ぎ、秋こそ 

 

9 面 

「３・11」以前に逆戻りの岸田政権 

重大事故を準備する国策原発を許さない！ 

中村泰子 

 

原発事故被災者の声（３６） 

 原発の再稼働、新増設打ち出した岸田政権に抗議！ 

金銭ではなく国の責任を求めていこう 

國分富夫（原発事故被害者 相双の会） 

 

国際短信 世界のいま 

〈米国〉９・11 から二一年、米共産党ＰＣＵＳＡ声明より 

編集部 

 

〈グローバル・サウス〉債務の利払いに収入の一四％を充当 

編集部 

 

10 面 

アフリカ、帝国主義、社会主義 

「中国の帝国主義的支配」は本当か？ 

加藤博通（マルクス経済学研究） 

 

11 面 

連載 『神聖喜劇』紀行――対馬への旅（３） 

上島・下島をゆく 

立野正裕（明治大学文学部名誉教授） 

 

12 面 

紙つぶて 

 言葉の使用法は政治である。 

安里朖（校正者） 

 

統一協会の呼称について 

編集部 

 

頂門一針 

 「市井のひと」 

 

映画『雪道』について 

強制連行された朝鮮人女性の苦難 

杉崎英治（高麗野遊会） 

 

『康ソンセンニムと学ぶ朝鮮と日本の２０００年』を読んで 

「偽造」された歴史の呪縛に抗う 

宮坂静生 

 

編集部発 

 


